ジチカイ カツドウ カラ ショウガイシャ ウンドウ マチズクリ エ ヒラサワ ヤスジ ノ シゴト キクチ ヒデオ キョウジュ ヤマザキ ヒサオ キョウジュ テイネン タイショク キネンゴウ by 川崎 愛 & カワサキ アイ
自治会活動から障害者運動，まちづくりへ









































































































































































































































































































































































10） （2-5-1）IDEA（International Association for Integration, Dignity and Economic 
Advancementの略称）は1994年 9 月にブラジルで 7 カ国から約50人が参加して設立したハ
ンセン病回復者による初めての国際団体。日本語では「共生・尊厳・経済向上をめざすた
めの国際協議会」。平沢（2005），33頁
11）平沢（2005），32－35頁
12）平沢（2005），74－75頁
13）平沢（2005），111－115，138頁
14） ガイダンスビデオは「柊の向こう側～ハンセン病患者・回復者の歩み」というタイトルで
日本のハンセン病の歴史，現在の療養所の様子を簡単にまとめたものである。
制作年は不明であるが映像に出てくる療養所入所者の平均年齢や出演者（証言者）のうち
数名が既に亡くなっていることを勘案すると2005～2007年にかけて撮影されたと思われる。
「ふるさと」をハーモニカで吹く入所者の場面で始まり，海辺で三線を奏でる入所者の場
面で終わる。当事者16名と関係者 2 名が証言していて，平沢は結婚をすると当時の優生保
護法によってなされた断種の様子について語り，「死んでも許せない」と訴えている。戦
時中に韓国・小鹿島の療養所に入所していた人は，療養所から逃亡して見つかると所内の
監禁室に入れられ，凍死せずに生きて出られたときには懲罰として断種がなされた，と証
言している。
15）平沢（2013），225－232頁
